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新しく市議会議員24名が当選しました。深谷市議会 紹介新議員 新しく市議会議員24名が当選しました。深谷市議会 紹介新議員
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4月23日執行　深谷市議会議員一般選挙
当日有権者数116,943人 投票者数44,292人 投票率37.87%(前回46.74%・前々回51.00%)

今井　慶一郎
いま  い 　　けいいちろう

(50)
無所属 当選2回
寿町156番地201
電話871-5415

小泉　誠
こいずみ    まこと

(69)
れいわ新選組 当選1回
常盤町55番地77
電話090-9829-8558

佐久間　奈々
さ   く   ま         な   な

(49)
日本共産党  当選3回
武蔵野3995番地7
電話090-5582-8020

岡　仁
おか 　 ひとし

(54)
無所属 当選1回
田中763番地
電話090-9317-9644

小林　真
こばやし   まこと

(59)
無所属 当選2回
上増田293番地
電話571-4731

清水　健一
し みず      けんいち

(62)
無所属 当選5回
小前田2406番地8
電話584-0395

柿澤　祐介
かきざわ      ゆうすけ

(45)
無所属 当選1回
新井302番地1
電話571-0888

五間　くみ子
ご   ま                      こ

(53)
公明党  当選5回
上野台2352番地
ダイアパレスBW深谷812号
電話574-7027

鈴木　三男
 すず き        みつ お

(73)
日本共産党  当選4回
上野台50番地13
電話573-7552

加藤　利江
か とう      とし え

(74)
無所属 当選6回
上柴町東3丁目5番地20
電話574-1717

坂本　博
さかもと     ひろし

(56)
公明党  当選1回
萱場46番地1
電話090-2532-9657

髙田　博之
たか  だ        ひろゆき

(78)
無所属 当選7回
上敷免322番地
電話571-0039

田口　英夫
た  ぐち       ひで  お

(67)
無所属 当選3回
東方町1丁目5番地1
電話573-4997

富田　勝
とみ  た      まさる

(71)
無所属 当選6回
武蔵野3400番地
電話584-1620

村川　徳浩
ミルク おやじ

(63)
無所属 当選4回
東方2603番地
電話572-4228

田島　秀興
た  じま      ひでおき

(42)
無所属 当選1回
武蔵野2338番地2
電話080-4440-1718

永田　勝彦
なが  た        かつひこ

(79)
無所属 当選5回
長在家198番地
電話583-2095

茂木　一郎
もて  ぎ        いちろう

(72)
無所属 当選3回
岡2635番地1
電話585-2356

繫　由香
つなぎ      ゆ   か

(49)
公明党 当選1回
東方2059番地6
電話575-5180

八須　由憲
はち   す       よしのり

(69)
無所属 当選1回
北阿賀野309番地3
電話090-1606-1413

山出　秀明
やま で        ひであき

(65)
無所属 当選1回
西島町2丁目17番地6
電話571-1809

角田　義徳
つの  だ       よしのり

(45)
無所属 当選3回
後榛沢436番地2
電話585-0722

福島　秀樹
ふくしま      ひで き

(56)
無所属 当選2回
岡2655番地6
電話585-4594

湯本　哲昭
ゆ もと      てつあき

(73)
無所属 当選2回
蓮沼856番地1
電話572-6462
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新年度予算特集

令和５年度深谷市当初予算７議案を集中審議

大きな事業が同時進行（令和５年度）

私立保育施設運営事業
46億6,400万7千円 川本複合施設建設事業

2億4,089万8千円

常備消防車両購入事業
2億5,148万1千円

論語の里施設管理活用事業
1億8,715万円

新年度予算特集

～「誰一人取り残さない　みんながうれしい　ふかや」の実現に向けて～

　令和５年深谷市議会第１回定例会は２月２２日に開会し、３月１７日までの２４日間の日程で開かれました。深谷市議会

では、新年度予算の議案を予算特別委員会へ付託し、委員会で集中審査を行っています。令和５年度予算について

は、小嶋議長を除く２３名の議員で構成される予算特別委員会で審査しました。
　令和５年度の一般会計当初予算は、５４０億７，１３７万５千円で、前年に比べ１７億８，５４２万８千円（３．４％）の増額とな

りました。これは、川本複合施設建設事業やパティオ長寿命化工事の進捗に伴う予算が減額する一方、保育料の完全

無償化や幼稚園・こども館複合施設建設事業など、子育て支援に関する施策、また、原郷上野台線整備工事の進捗に

伴う予算の増額など、将来のまちづくりに必要な事業を着実に推進するための経費を計上した結果、前年度比３．４％

の増額となったものです。主な審議内容は、5ページから6ページのとおりです。

議長
小嶋　　隆

予算特別委員会
委員長　清水　健一

　新年度予算については、施政方針との整合性や財政運

　営の健全性の審査、新規事業の概要説明や、議員間の

　情報共有が必要なため、予算特別委員会を設置し集中

　審議を行いました。

議長を除く議員２３名で審議しました。

２日間の予算審査で審議項目は９３項目。

予算審議
（特別委員会で集中審議）

総括A
Q

A

Q

A

Q

A
Q

A

Q

前年比、農林水産費がマイナス31.4％、土木費が前
年に比べて38.4％増となった要因は何か。
農林水産費については、パティオの工事進捗による
もの。大きな要因としては、前年度は電気設備や機
械工事があったが、今年度はそのような工事がな
かった。その他としては、ねぎサミット、収入保険の
加入促進やGAPの関係など農業振興に資するため
拡充した予算もあるが、減額の要因の方が大きく
31.4％減となった。また、土木費については、大きな
要因として原郷上野台線事業進捗によるもの。令和
5年度については、線路下の工事が予定されるた
め、事業費が大きくなっている。加えて、中央土地区
画整理事業については、物件補償費等が増となっ
ているため、土木費を押し上げている。
自主財源について、令和4年度予算比較で６億3千
万円の増を見込んでいるが、どのような内容か。
要因については、市民税、固定資産税などの市税及
び花園IC拠点プロジェクト土地貸付収入の増加。一
方、保育料の無償化拡充による負担金や繰入金の
減少による結果、約6億3,500万円の増となった。

A

Q

A

Q

深谷赤十字病院運営費補助事業
深谷赤十字病院の運営費補助がここ数年同額の理
由は。
埼玉県の救急救命センター運営事業補助金交付要
綱に定める3分の1を上限に、県北8市町がそれぞ
れの負担割合に応じて助成を行っている。なお、負
担割合については深谷赤十字病院の過去3年間の
救急入院等の実績により3年に一度見直しを行って
おり、前回の見直しが令和3年度であるので、令和5年
度までの3年間において補助金の額が同額となる。
放射線治療の装置整備の更新費用は深谷市単独で
補助を行ったが、深谷赤十字病院の運営費補助と
同様に、8市町で負担案分ができないか。
放射線治療患者の約6割が深谷市民であること、深
谷赤十字病院については、県北地域の二次、三次的
な救急機能を担う他、市民病院的な側面も併せ持っ
ていることから、補助金の支出は市民にとって有益
であるので市単独で対応していく。

原郷上野台線整備事業
予定事業が３つあるが、事業別の予算額は。
JR施行委託については13億1,141万9千円であ
る。支障物件の切り回しについては、今年度契約
締結した雨水管切り回しに係る令和5年度分の工
事費が2億3,400万円。アプローチ修正設計は委
託料として5,000万円計上している。

原郷上野台線整備事業補助金
国庫補助金1億3,114万円の詳細説明を。
従来だと13億1,141万9千円の半額が国庫補助
になり得るが、最近の国の動向で、満額交付決定
をいただけない状況である。内部の財政計画上で
は、その3割程度を見込んでおり、予算上では更に
厳しく20％で計算したため、50％×20％というこ
とで1億3,114万円としている。

道路維持管理事業
高畑地内の排水ポンプ改修工事について、財源内
訳を見ると地方債の起債によると思うが、国・県か
らの助成はないか。
防災対策事業債の充当を予定している。国庫補助
等も模索したが、該当するものがなく、起債を活
用することとした。

A

A

Q

Q

A

Q
小・中学校給食事業
食材価格の高騰による保護者負担軽減のための
給食費の補助とあるが、その額はいくらか。
現行の約１０％に当たる額を価格上昇分と算定し
ており、小学校は合計２，９８１万円、中学校は約２，
０１９万円である。

小学校健康・安全教育推進事業
こども１１０番の家について。令和4年度は２，０１７
件の登録があるとのことだが、居住中の確認はと
れているのか？
ＰＴＡ地区理事の方々にご協力を頂きながら、現状
を把握している。

ふっかちゃんヘルメットサポート事業
重さ対策や暑さ対策など考慮しているのか。
登下校の荷物は、いわゆる置き勉を励行してい
る。また、暑さ対策では、クールタオルの利用や必
要に応じて水分補給を各学校で指導している。

渋沢栄一アンドロイドと映像などを組み合わせた展示体験
（「中の家」母屋内）　

配備予定車両（支援車Ⅱ型）

川本複合施設のイメージ　

都市整備

福祉教育

45



※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

討論・請願・各議員の賛否

会　派　名（※） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 日本共産党 無会派
議  員  名

議  案  等
深谷市国民健康保険条例の一部改正 
深谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 
深谷市生涯学習センター条例等の一部を改正す
る条例 
深谷市環境基本計画の策定 
令和４年度一般会計補正予算（第８号）
　　一般会計予算
　　国民健康保険特別会計予算
　　後期高齢者医療特別会計予算
　　国済寺土地区画整理事業特別会計予算
　　ふかや花園駅前土地区画整理事業特別会計予算
　　水道事業会計予算
　　下水道事業会計予算
消費税インボイス制度の実施延期を求める意見
書の提出に関する請願 

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

不採択

3月定例会　議案等に対する各議員の賛否 （一部掲載）
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果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ×

産業防災

A
Q

A

A

Q

Q

農業施策推進事業
収入保険加入促進補助金の内容と金額、戸数は。
地球温暖化の影響で、降ひょう、突風被害、新型コロ
ナの影響による農作物の価格低迷など農業経営が
不安定となっている中、農業者の経営の安定などを
目的に、収入保険への加入を促進するため、令和5
年度から実施する補助制度である。収入保険は、全
国農業共済組合連合会が、自然災害や価格の低下
などによる収入の減少を補填するが、過去5年間の
平均収入の9割を下回った時にその9割を上限に補
填する。収入保険に加入するには青色申告の実績
が1年以上あることが必要で、国が保険料の２分の１
を負担する。令和5年度の予算は、法人の新規の加
入分として10経営体に対する補助（保険料の2分の
1、上限額20万円）を見込み、総額200万円である。
保険加入ができる要件、青色申告などをしている経
営体は市内に何件あるのか。
現在、青色申告の方は877経営体で、法人43、個人
が834ある。
周知の方法は。
ホームページや農協などを通じて周知し、独自のチ
ラシを農家に配布する。

か  でん

A

A

Q

Q

A

Q
防災施設整備維持事業
新たな事業として、避難情報等架電サービスの導
入とあるが内容は。
現在、防災情報を防災行政無線、メール配信、ツ
イッター、市ホームページ等で行っているが、メー
ルやネットが利用できない方等に、大事な避難情
報等の緊急性の高い情報を、事前に登録していた
だいた方に電話でお知らせする事業で、導入費用
は約３０万円、翌年からのランニングコストは約１５
万円である。
IP無線機の拡充に約２５０万円とのことだが、内容は。
IP無線機は東日本大震災等で様々な通信規制が
行われた中でも規制が非常に少なかった実績が
あり、災害時に有効な通信手段となるので、現在
の２７台から４５台に拡充するものである。

防災機能強化事業
防災士資格取得補助とあるが、今現在何人で今
回、何人を予定しているのか。
平成３０年から本制度を利用して防災士を取得し
た方は９名であり、本年度は５名を予定している。

議会のうごき
行 事 内 容

行 事 内 容

行 事 内 容

行 事 内 容行 事 内 容

行 事 内 容

議員全員協議会
・高病原性鳥インフルエンザの対応
・市内養鶏農場に対する支援の実施
・学校トイレの洋式化整備方針

31(火) 予算特別委員会

予算特別委員会

一般質問

一般質問

一般質問

議会運営委員会、議会閉会

議員全員協議会

・第２次深谷市総合計画後期基本

　計画の配布

・個別計画の策定

・第２次深谷市公共施設適正配置

　計画（原案）に対するパブリッ

　クコメントの結果及び第２次深

　谷市公共施設適正配置計画

7(火)

8(水)

13(月)

14(火)

15(水)

17(金)

件
案
事
人

深
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

　 　
　
　

審
査
委
員
会
委
員

深
谷
市
固
定
資
産
評
価

　
深
谷
市
固
定
資
産
評
価
員

　
深
谷
市
行
政
監
察
員

吉
田　

俊
輔

よ
し   

だ 　
　
　

し
ゅ
ん
す
け

お
お   

や　
　
　
　

た
か  

な
り

た
か   

の　
　
　

せ
い 

い
ち

く

ぼ

た 大
屋　

孝
成

髙
野　

誠
一

久
保
田　

み
ず
き

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
敬
称
略

新年度予算特集

令
和
５
年
度

議
案
第
18
号

令
和
５
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
予
算

討論
議
案
第
19
号

令
和
５
年
度
深
谷
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

討論
反
対
討
論

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
つ
で
も
あ
り
、
ま
た
食
育

と
し
て
の
教
育
の
一
環
で
あ
る
給
食
費
の
無
償
化
を
実

現
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
熊
谷
市
や
寄
居
町
で
も
実

施
し
て
い
る
中
小
業
者
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
振
興

を
図
る
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
て
お
り
、
一
般
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
難
聴
の
高
齢
者
を
支

援
し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

補
聴
器
の
購
入
費
の
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
て
い

る
。
以
上
が
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
反
対
で
あ
る
。

鈴
木　
三
男

賛
成
討
論

　
地
方
財
政
計
画
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
物
価
高
対
策
、
事

業
展
開
、
経
済
・
社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
最
大
規
模
の

予
算
編
成
と
な
っ
た
が
、
繰
出
金
、
起
債
抑
制
も
認
め

ら
れ
る
。
後
期
基
本
計
画
取
組
元
年
と
な
る
予
算
で
あ

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
挑
戦
、
子
育
て
支
援
に

お
け
る
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
保
育
料
完
全
無
償
化
、
移

住
定
住
推
進
に
お
け
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
創
設
、
農
業
施

策
と
し
て
収
入
保
険
・
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
補
助
、
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
新
展
開
、
Ｄ
Ｘ
及
び
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
取
組
拡
充

等
、
大
い
に
評
価
で
き
、
賛
成
で
あ
る
。三

田
部　
恒
明

反
対
討
論

　
国
保
加
入
世
帯
の
約
75
％
は
、
所
得
２
０
０
万
円
以

下
で
、
法
定
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
約
58
％
だ

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
諸
物
価
の
値
上

が
り
で
、
市
民
の
く
ら
し
が
大
変
な
時
に
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
負
担
は
暮
ら
し
を
さ
ら
に
大
変
に
す
る
。
次

に
、
加
入
者
の
多
く
が
、
今
で
も
高
す
ぎ
る
国
保
税
の

▼
請
願
第
10
号
（
不
採
択
）

　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

　
消
費
税
減
税
を
求
め
る
深
谷
・
寄
居
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小
林　
各
伺

ほ
か
８
名

賛
成
討
論

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
益
税
問
題
対
策
を
は
じ
め
メ

リ
ッ
ト
は
多
い
。
し
か
し
、
事
務
作
業
に
十
分
時
間
が

取
れ
な
い
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と

な
る
。
働
き
方
改
革
で
副
業
化
を
含
め
て
や
り
た
い
こ

と
を
仕
事
に
す
る
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
の
役
割
は

大
き
い
が
、
支
援
の
意
味
で
も
総
務
的
な
事
務
負
担
は

簡
略
化
し
た
い
。
周
囲
の
事
業
者
同
士
の
会
話
か
ら
は

ま
だ
制
度
は
浸
透
し
き
っ
て
お
ら
ず
、
大
企
業
と
小
規

模
事
業
者
、
経
済
の
分
断
に
も
結
び
つ
く
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
は
延
期
し
た
い
。

小
林　
真

　
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の
問
題
点
①
物
価
上
昇
に
繋
が
る

②
消
費
者
と
事
業
者
、
事
業
者
同
士
で
負
担
の
押
し
付

け
合
い
に
な
っ
て
い
る
③
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
公
表
サ
イ

ト
に
よ
る
個
人
情
報
の
漏
洩
④
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕

入
税
額
控
除
相
当
分
を
電
力
会
社
が
負
担
す
る
が
、
そ

の
損
失
分
を
電
気
料
金
に
上
乗
せ
と
い
う
形
で
賄
わ
れ

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
電
気
料
金
が
値
上

が
り
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
⑤
周
知
が
不
十
分
な
こ
と

で
問
題
が
起
き
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者

の
方
の
理
解
と
納
得
の
も
と
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
当
面
の
間
、
延
期
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
佐
久
間　
奈
々

か
く  

し

こ 

ば
や
し

果
結
査
審
の
願
請 引

き
下
げ
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
又
は

脳
ド
ッ
ク
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
、
対
象

年
齢
の
拡
大
と
合
わ
せ
助
成
額
を
１
７
，
５
０
０
円
か

ら
３
万
円
に
引
き
上
げ
る
な
ど
の
評
価
で
き
る
事
業
も

あ
る
が
、
国
保
税
の
完
納
要
件
が
あ
る
な
ど
の
問
題
も

あ
る
の
で
反
対
す
る
。

鈴
木　
三
男

15(水) 議会運営委員会
議員全員協議会
・花園IC拠点整備プロジェクト
・令和５年度組織改正
・川本複合施設における高齢者福祉
　青少年活動複合施設もくせい館の
　取扱い
・任意接種費用助成制度の概要

22(水)

28(火)

・出産・子育て応援交付金事業
・深谷赤十字病院放射線治療装置整
　備に関する支援
・深谷市環境基本計画
・派遣型救急ワークステーションの
　設置
議会運営委員会、議会開会、議案説明
予算特別委員会
議案質疑

総務委員会
福祉文教委員会
産業建設委員会

2(木)
3(金)
6(月)

議
　
長
（※

）

6



市政への一般質問

　
　

談
話
室
に
鏡
が
１
台
き
り
な
い
の
で

発
表
会
の
時
な
ど
で
舞
台
衣
装
に
着
替
え

る
の
が
大
変
な
の
で
鏡
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。

　
　

花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス
の
指
定
管

理
者
が
、
利
用
者
か
ら
も
同
様
の
要
望
を

伺
っ
て
お
り
、
現
在
、
姿
見
を
１
台
手
配

中
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今

後
、
着
替
え
の
際
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
荘
に
つ
い
て

　
　

飲
食
を
建
物
の
中
で
さ
せ
て
ほ
し
い

と
利
用
者
か
ら
要
望
が
た
く
さ
ん
来
て
い

る
。
再
開
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

マ
ス
ク
着
用
の
方
針
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
に
あ
わ
せ
、
令
和
５
年
３
月
14
日
か

ら
福
寿
荘
館
内
で
の
飲
食
再
開
を
予
定
し

て
い
る
。

●
就
労
機
会
の
提
供

　
　

現
在
の
高
齢
者
の
皆
様
は
元
気
の
よ

い
方
々
が
多
い
。
そ
の
方
々
が
仕
事
を
し

た
い
と
言
っ
て
い
る
。
広
く
高
齢
者
の
皆

様
に
仕
事
を
紹
介
し
た
ら
よ
い
と
思
う
が
。

　
　

具
体
的
に
は
、
深
谷
市
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
キ
ラ
ラ
上
柴
３
階
に

お
い
て
専
任
の
相
談
員
を
設
置
し
求
人
情

報
の
提
供
や
職
業
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

●
敬
老
会
に
つ
い
て

　
　

な
ぜ
、
敬
老
会
を
中
止
し
た
の
か
。

　
　

高
齢
者
の
健
康
の
保
持
、
安
全
・
安

心
の
確
保
の
た
め
で
あ
る
。

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

AQAQA

QAQA

質問項目一覧 （通告順）
スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

加藤　利江・・・・・・・・・・・・・・P9
・高齢者福祉の観点  
・就労機会の提供  
・敬老会  
   
清水　健一・・・・・・・・・・・・・・P10
・地域医療  
・歴史と文化のまちづくり  
   
村川　徳浩・・・・・・・・・・・・・・P10
・花園ＩＣ拠点整備プロジェクト  
・マイナス入札  
   
中矢　寿子・・・・・・・・・・・・・・P11
・自治会  
・深谷市公共交通  
   
柴崎　重雄・・・・・・・・・・・・・・P11
・新型コロナウイルス感染対策  
・渋沢栄一翁顕彰  
   
永田　勝彦・・・・・・・・・・・・・・P12
・市道の安全対策  

福島　秀樹・・・・・・・・・・・・・・P12
・スポーツ・部活動の振興  
   
五間 くみ子・・・・・・・・・・・・・P13
・子どもの居場所作り  
   
田口　英夫・・・・・・・・・・・・・・P13
・障害者の福祉施策  
   
馬場　 茂・・・・・・・・・・・・・・・・P14
・下水汚泥活用  
・地域通貨導入戦略  
   
今井　慶一郎・・・・・・・・・・・・P14
・小中学校の教育  
・建物の安全  

三田部　恒明・・・・・・・・・・・・P15
・中小企業政策  
・自治体ＤＸ  
・こども基本法  
・環境問題  
   

鈴木　三男・・・・・・・・・・・・・・P15
・難聴者支援  
・公民館  
   
佐久間 奈 ・々・・・・・・・・・・・・・P16
・花園ＩＣ拠点整備プロジェクトの
  収支計画  
・不登校生徒への支援  
   
茂木　一郎・・・・・・・・・・・・・・P16
・市道の街路樹と植樹  
   
角田　義徳・・・・・・・・・・・・・・P17
・統一地方選  
・市の発信力  
   
小林　真・・・・・・・・・・・・・・・・・P17
・新たな福祉のかたち  
・豊かな市民の暮らし  
・ばらつきと余裕が十分な教育  
・より魅力的な市政  
   

映像は
こちらから

要
望
が
あ
り
、
談
話
室
の
姿
見
鏡
を
１
台
手
配
中
で
あ
る

花園文化会館アドニス

Q
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス
に
つ
い
て

加藤　利江
か   とう とし   え

長
議
副
・
長
議

　

つ
さ
い
あ
任
就

議　長

茂木　一郎
副議長

今井　慶一郎

会
員
委
務
総

会
員
委
教
文
祉
福 ◎

湯
本
　

哲
昭

〇
八
須
　

由
憲

　

柿
澤
　

祐
介

　

小
泉
　
　

誠

　

鈴
木
　

三
男

　

富
田
　
　

勝

　

加
藤
　

利
江

　

五
間
く
み
子

◎
福
島
　

秀
樹

〇
岡
　
　
　

仁

　

佐
久
間
奈
々

　

今
井
慶
一
郎

会
員
委
設
建
業
産

員
議
会
議
合
組
務
事
部
一

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長

5月臨時会

　市議会議員一般選挙後初めての臨時会が５月１９日に開催されました。
　臨時会では、正副議長の選挙が行われ、議長に茂木一郎 議員が、副議長に今井慶一郎 
議員が選出されました。その後、各常任委員会委員や一部事務組合議会議員等を選出し、
市民の負託を受けた４年間の議会活動がスタートしました。
　また、市長から提出された専決処分４件が審議されました。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
深
谷
市
議

会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
５
年
深
谷
市
議
会
第
１

回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
・
副
議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

共
に
選
挙
で
市
民
の
皆
様
の
信
託
を
受

け
た
議
員
と
市
長
が
、
対
等
な
立
場
で
緊

張
感
あ
る
関
係
を
保
ち
、
二
元
代
表
制
の

下
で
市
民
を
代
表
す
る
合
議
制
機
関
と
し

て
の
議
決
責
任
を
深
く
認
識
し
、
そ
の
使

命
と
責
務
は
重
大
で
す
。

　

活
発
な
議
論
を
重
ん
じ
、
公
正
・
公

平
・
中
立
な
職
務
遂
行
に
努
め
、
市
政
の

監
視
機
能
・
政
策
形
成
機
能
を
果
た
し
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
市
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
議
会
と
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
深

谷
市
議
会
に
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

茂
木
　

一
郎

福
島
　

秀
樹
　
　

清
水
　

健
一

湯
本
　

哲
昭
　
　

五
間
く
み
子

山
出
　

秀
明
　
　

髙
田
　

博
之

埼
玉
県
都
市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議
会
議
員

●
５
月
臨
時
会　

議
案
等
の
審
査
結
果
一
覧
表
●

◆
専
決
処
分
の
承
認
◆
・
・
・
報
告
承
認

報
告
２
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

（
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

報
告
３
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

（
深
谷
市
税
条
例
及
び
深
谷
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

報
告
４
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

（
深
谷
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

報
告
５
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

（
令
和
５
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
１
号
）
）

小
林
　
　

真

坂
本
　
　

博

茂
木
　

一
郎

永
田
　

勝
彦

議
会
運
営
委
員
会

常

任

委

員

会

◎
清
水
　

健
一
　
　

田
口
　

英
夫

〇
五
間
く
み
子
　
　

角
田
　

義
徳

　

鈴
木
　

三
男
　
　

村
川
　

徳
浩

　

福
島
　

秀
樹
　
　

永
田
　

勝
彦

◎
田
口
　

英
夫

〇
田
島
　

秀
興

　

山
出
　

秀
明

　

繫
　
　

由
香

　

清
水
　

健
一

　

角
田
　

義
徳

　

村
川
　

徳
浩

　

髙
田
　

博
之
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ミルク　　　　おやじ

　
　

今
で
も
回
復
期
病
床
が
不
足
し
て
い

る
中
、
42
床
を
急
性
期
病
床
に
転
換
す
る

病
院
が
あ
る
よ
う
だ
が
要
因
を
伺
う
。

　
　

当
該
病
院
は
、
近
年
救
急
搬
送
が
増

加
し
て
お
り
、
受
入
れ
を
断
る
ケ
ー
ス
が

増
え
深
刻
な
救
急
病
床
の
不
足
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
北
部
地
域
医
療
調
整
会
議

に
て
病
床
機
能
の
転
換
が
承
認
さ
れ
た
。

　
　

国
は
大
病
院
に
患
者
が
集
中
し
て
、

治
療
を
必
要
と
す
る
人
が
治
療
を
受
け
ら

れ
な
い
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
か
か
り

つ
け
医
制
度
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
ど
ん

な
状
況
な
の
か
。

　
　

紹
介
状
な
し
で
の
大
病
院
受
診
の
場

合
、
初
診
時
に
５
千
円
の
特
別
負
担
金
を

徴
収
し
て
い
た
が
、
状
況
の
改
善
が
み
ら

れ
な
い
の
で
、
７
千
円
に
引
き
上
げ
た
。

　
　

５
千
円
を
７
千
円
に
引
き
上
げ
て
も

効
果
が
な
い
と
思
う
。
医
療
の
実
態
を
丁

寧
に
説
明
し
、
理
解
を
戴
く
べ
き
と
思
う

が
、
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

国
か
ら
示
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
に
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
制
度
の
周
知
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
●
渋
沢
栄
一
翁
関
連
の
歴
史
的
文
化
施
設

の
活
用
は

　
　

国
は
平
成
20
年
に
地
域
に
お
け
る
歴

史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法

律
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）
を
施
行
し
、

地
域
の
取
組
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
し

て
、
現
在
90
の
市
町
が
認
定
を
受
け
て
い

る
が
、
活
用
し
な
い
の
か
。

　
　

文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在

進
め
て
い
る
農
業
と
観
光
を
基
軸
と
し
た

市
内
回
遊
と
合
わ
せ
て
研
究
し
て
い
く
。

AQAQQ A

Q AA

映像は
こちらから

令
和
７
年
度
の
目
標
数
に
対
し
６
７
３
床
不
足
し
て
い
る

ホフマン輪窯6号窯

Q
深
谷
を
含
む
北
部
医
療
圏
の
回
復
期
病
床
は
充
分
な
の
か

清水　健一
し　みず けん　いち

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
支
が
、
20
年
間

で
87
・
６
億
円
か
ら
30
年
間
で
94
・
８
億

円
と
下
方
修
正
さ
れ
た
要
因
は
。

　
　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
、
施
設
計
画
が
変

更
さ
れ
た
事
と
税
額
の
試
算
方
法
変
更
に

よ
る
、
固
定
資
産
税
の
見
直
し
に
よ
る
。

　
　

今
回
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
の
報
告
が
あ
っ

た
訳
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
収
支
計
画
の
報

告
を
定
期
的
に
続
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
諸
条
件
に
大
き
な

変
化
が
予
測
さ
れ
た
時
に
、
適
切
な
報
告

が
出
来
る
よ
う
産
業
振
興
部
に
引
き
継
ぐ
。

　
　

全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
と
深
谷
花
フ
ェ

ス
タ
が
、
深
谷
テ
ラ
ス
で
開
催
す
る
事
と

な
っ
た
が
、
観
光
客
の
市
内
回
遊
を
考
え

れ
ば
、
城
址
公
園
や
中
心
市
街
地
等
で
開

催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

様
々
な
検
討
を
行
い
、
関
係
者
と
相

談
し
た
結
果
、
目
的
達
成
に
最
も
有
効
な

場
所
と
し
て
、深
谷
テ
ラ
ス
を
選
定
し
た
。

●
マ
イ
ナ
ス
入
札
に
つ
い
て

　
　

旧
藤
沢
消
防
分
署
は
、
市
民
か
ら
活

用
し
た
い
と
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
た

が
、
活
用
方
法
を
十
分
検
討
し
た
上
で
、

マ
イ
ナ
ス
入
札
の
対
象
と
な
っ
た
の
か
。

　
　

財
産
活
用
検
討
フ
ロ
ー
に
基
づ
き
、

建
物
活
用
も
含
め
て
、
多
角
的
に
検
討
し

た
結
果
で
あ
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ス
入
札
に
は
、
公
有
財
産
の

事
務
に
従
事
す
る
市
役
所
職
員
は
参
加
で

き
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
関
係
議
案
に
賛

否
の
判
断
を
す
る
議
員
に
対
し
て
も
、
参

加
資
格
を
制
限
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

参
加
資
格
は
、
市
有
地
売
却
時
の
入

札
参
加
資
格
に
準
じ
て
設
定
し
て
い
る
。

法
的
に
議
員
に
対
す
る
制
限
は
な
い
。

AQAQQ AA

QQ AA

映像は
こちらから

施
設
計
画
変
更
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
見
直
し
に
よ
る

旧藤沢消防分署

Q
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
支
が
下
方
修
正
さ
れ
た
要
因
は

村川　徳浩

　
　

自
治
会
活
動
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
「
共
に
解
決
す
る
べ
く
各
自
治
会
に
合

わ
せ
支
援
し
て
い
る
。
」
と
の
事
。
具
体

的
に
相
談
を
受
け
た
事
が
あ
る
の
か
。

　
　

最
近
の
相
談
で
は
、
高
齢
化
に
伴
う

役
員
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
者
の
会
費
納

入
等
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
自
治
会
連
合
会
で
情
報
交
換
し
な
が
ら

各
支
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。

　
　

今
年
度
予
算
で
、
避
難
情
報
等
架
電

サ
ー
ビ
ス
導
入
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能

の
構
築
事
業
が
あ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
構
築
に
よ
り
、
自
治
会
運
営
の
簡
素
化

に
取
り
組
み
、
組
織
改
善
を
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　

自
治
会
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
少
し
ず
つ
デ
ジ
タ
ル
に
対
す

る
垣
根
を
取
り
払
っ
て
い
く
取
組
を
自
治

会
連
合
会
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
行
く
。

●
深
谷
市
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

運
行
当
初
か
ら
数
回
の
見
直
し
が
あ
っ

た
。
現
在
の
利
用
状
況
や
市
の
負
担
額
等

は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
令
和
４
年
４
月

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
形
態
見
直
し
の
際
、

改
め
て
登
録
が
必
要
と
な
っ
た
と
聞
く
。

新
規
登
録
者
数
は
何
人
い
る
の
か
。

　
　

市
の
負
担
額
は
、
定
時
定
路
線
と
デ

マ
ン
ド
バ
ス
合
計
し
て
９
，
２
９
０
万
５
，

４
７
０
円
で
あ
る
。
新
規
登
録
者
数
は
、

３
，
０
３
３
人
。
見
直
し
の
際
、
市
民
限

定
と
し
た
。
引
き
続
き
、
便
利
で
安
全
な

「
地
域
の
足
」
と
な
る
よ
う
、
公
共
交
通

の
維
持
確
保
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

AQAQA

QA

映像は
こちらから

改
善
で
き
る
点
が
あ
る
か
ど
う
か
庁
内
で
検
討
し
て
い
く

Q
自
治
会
に
依
頼
す
る
仕
事
量
を
減
ら
す
検
討
を
す
べ
き
で
は

中矢　寿子
なか　や ひさ　こ

　
　

３
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
が
緩
和

さ
れ
、
５
月
８
日
か
ら
「
２
類
相
当
」
か

ら
「
５
類
」
と
さ
れ
る
が
、
市
の
取
組
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
そ
し
て
、
今
後

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
、
５
月
８
日
以
降
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
対
応
と
な
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
令
和
５
年
度
は
、
公
費
負

担
。
そ
の
後
は
、
国
の
検
討
に
な
る
。

●
渋
沢
栄
一
翁
顕
彰
を
推
し
進
め
る
た
め

の
今
後
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

　
　

一
昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
化
、
来
年
春

発
行
の
新
１
万
円
札
肖
像
と
栄
一
翁
は
そ

の
貢
献
を
認
知
さ
れ
顕
彰
が
進
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
、
関
連
施
設
の
見
学
者
数
、

今
後
の
見
込
数
、
有
料
化
の
是
非
、
そ
し

て
新
１
万
円
札
へ
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

　
　

翁
の
関
連
施
設
（
記
念
館
、
中
の

家
、
惇
忠
生
家
）
の
見
学
者
数
は
令
和
３

年
度
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
化
）
45
万
人
弱

で
、
新
札
が
発
行
さ
れ
る
令
和
６
年
度
は

38
万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
現
在
、
栄
一

関
連
施
設
は
全
て
入
場
無
料
で
あ
る
が
、

有
料
化
は
入
場
料
徴
収
に
か
か
る
コ
ス
ト

や
見
学
者
が
減
少
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
、
他

の
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
面
か
ら
総
合
的

に
勘
案
し
、
有
料
化
の
是
非
を
検
討
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
栄
一
翁
顕
彰
の
大
き
な

力
と
も
な
る
新
１
万
円
札
で
あ
る
が
、
深

谷
市
が
若
い
記
番
号
の
新
札
を
取
得
で
き

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
市

内
各
所
に
横
断
幕
を
設
置
す
る
ほ
か
、
令

和
５
年
度
末
に
「
新
札
発
行
記
念
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
広
く
Ｐ
Ｒ
を

し
て
栄
一
翁
顕
彰
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

AQAQA

映像は
こちらから

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
適
時
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く

　

新１万円札肖像は渋沢栄一翁

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

柴崎　重雄
しば　さき しげ　お
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深
谷
市
田
中
１
４
５
０
番
地
付
近
の

市
道
交
差
点
は
、
中
学
生
の
自
転
車
通
学

路
に
加
え
て
車
両
の
通
行
が
多
く
、
交
差

点
の
形
状
も
複
雑
で
あ
る
た
め
「
止
ま
れ
」

等
の
標
識
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

　
　

質
問
の
市
道
交
差
点
は
、
川
本
中
学

校
の
通
学
路
に
指
定
さ
れ
多
く
の
生
徒
が

登
下
校
で
利
用
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
道
路
形
態
が
変
則
的
な
五
差
路
と

な
っ
て
お
り
、
通
行
の
優
先
度
が
判
断
し

づ
ら
く
、
ま
た
、
路
面
標
示
が
消
え
か

か
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、

市
で
は
、
路
面
標
示
の
引
き
直
し
や
対
応

可
能
な
路
面
標
示
の
新
規
設
置
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
「
止
ま
れ
」
等
の
標
識
設
置

は
、
道
路
交
通
法
の
規
制
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察
の
所
管
と

な
る
の
で
、
市
か
ら
寄
居
警
察
署
に
情
報

提
供
を
行
う
が
、
地
元
か
ら
も
要
望
し
て

欲
し
い
。

●
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

深
谷
市
本
田
地
内
に
市
道
Ｓ
ー
４
６

８
号
は
、
吉
野
川
と
の
交
差
部
分
で
急

カ
ー
ブ
し
、
河
川
に
転
落
す
る
可
能
性
が

高
い
た
め
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設
置
が

で
き
な
い
か
。

　
　

本
田
地
内
の
市
道
と
吉
野
川
の
交
差

す
る
直
前
は
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で
急

カ
ー
ブ
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
視
界
が
悪

く
な
る
夜
間
な
ど
で
は
、
判
断
が
遅
れ
曲

が
り
切
れ
ず
吉
野
川
に
転
落
す
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
重
大
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
転
落
防
止
柵

な
ど
の
安
全
対
策
を
早
急
に
実
施
し
て
い

く
。

AQA

QA

映像は
こちらから

早
急
に
安
全
対
策
を
実
施
す
る

変則的な交差点

Q
市
道
の
安
全
対
策
を
早
期
に
求
め
る

永田　勝彦
なが　た かつ　ひこ

　
　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
は
。

　
　

当
初
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
化
庁
へ
の

検
討
会
議
提
言
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
７

年
度
を
「
改
革
集
中
期
間
」
と
し
て
設
定

し
、
休
日
の
部
活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域

移
行
す
る
こ
と
の
目
標
時
期
が
「
令
和
７

年
度
末
」
と
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

令
和
４
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
、
具
体
的
な
目
標
時
期
が
削
除
さ

れ
、
令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
３

年
間
を
「
改
革
推
進
期
間
」
と
し
、
「
地

域
連
携
・
地
域
移
行
に
取
り
組
み
つ
つ
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
早
期

の
実
現
を
目
指
す
」
に
変
更
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会

の
局
内
に
「
部
活
動
地
域
移
行
推
進
委
員

会
」
を
設
け
、
部
活
動
改
革
の
骨
子
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
後
、
令
和
５

年
２
月
よ
り
、
市
町
村
教
育
委
員
会
を
含

め
た
話
し
合
い
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
　

深
谷
市
教
育
委
員
会
で
現
在
検
討
し

て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
。

　
　

部
活
動
の
教
育
的
意
義
や
地
域
移
行

を
進
め
る
際
の
様
々
な
課
題
を
鑑
み
、
今

で
き
る
改
革
と
し
て
「
部
活
動
数
の
適
正

化
」
・
「
放
課
後
の
時
間
を
生
み
出
す
た

め
の
週
時
程
や
部
活
動
時
間
の
工
夫
」
・

「
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
地

域
移
行
の
検
討
」
を
進
め
て
い
る
。

　
　

令
和
５
年
度
、
地
域
移
行
を
進
め
て

い
く
上
で
の
取
組
は
。

　
　

地
域
に
指
導
者
の
受
け
皿
を
求
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
令
和
５

年
度
は
、
教
員
以
外
の
指
導
者
を
広
く
確
保

し
て
い
く
た
め
に
、
部
活
動
指
導
員
や
部
活

動
外
部
指
導
者
の
増
員
を
進
め
る
。

AQA

QAQA

映像は
こちらから

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
の
３
年
間
を
改
革
推
進
期
間
と
す
る運動部活動（野球）

Q
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は

福島　秀樹
ふく  しま      ひで　き

　
　

埼
玉
県
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
同

じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
社
会
を
目

指
し
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
作
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
現
状
は
。

　
　

子
ど
も
食
堂
は
８
団
体
が
活
動
。
無

償
学
習
塾
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
な
い
。

　
　

県
の
進
め
て
い
る
事
業
で
は
あ
る

が
、
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
民
間
に
よ
る

活
動
を
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
地
域
の
交

流
拠
点
で
あ
る
と
の
認
識
で
い
る
の
か
。

　
　

本
市
が
目
指
す
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
、
大
き
な
役
割
を
期
待
さ
れ

る
も
の
と
の
認
識
で
い
る
。

　
　

現
在
活
動
実
績
の
あ
る
子
ど
も
食
堂

も
含
め
、
本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

団
体
で
あ
る
。
資
金
不
足
の
た
め
、
活
動

が
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
活
動
継
続
支
援
と
し
て
、
市
独
自
の

補
助
制
度
の
創
設
の
考
え
は
。

　
　

県
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と

な
っ
て
い
る
浦
和
競
馬
こ
ど
も
基
金
助
成

事
業
の
活
用
な
ど
が
、
活
動
継
続
の
支
援

に
つ
な
が
る
と
の
認
識
で
い
る
。
市
独
自

で
の
補
助
金
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
小
学
校
に

一
つ
を
達
成
す
る
た
め
の
本
市
の
支
援
は
。

　
　

独
自
の
支
援
制
度
は
設
け
な
い
が
、

引
き
続
き
活
動
の
周
知
や
公
共
施
設
を
活

動
場
所
と
し
て
利
用
い
た
だ
く
な
ど
側
面

的
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　

今
後
、
公
民
館
等
で
の
飲
食
だ
が
、

ど
の
施
設
で
も
同
じ
使
用
が
で
き
る
の
か
。

　
　

飲
食
可
能
な
場
所
で
あ
れ
ば
、
で
き

る
も
の
と
の
考
え
で
い
る
。

AQAQQ A

Q AQA A

映像は
こちらから

民
間
の
社
会
貢
献
活
動
の
後
押
し
で
あ
り
必
要
な
支
援
は
検
討

Q
県
目
標
で
あ
る
子
ど
も
の
居
場
所
作
り
を
、
ど
う
進
め
る
の
か

五間　くみ子
ご　ま こ

　
　

手
話
言
語
条
例
と
障
害
の
特
性
に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
確
保

に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し
て
き
た
か
。

　
　

広
報
ふ
か
や
に
特
集
記
事
や
、
手
話

コ
ー
ナ
ー
を
写
真
と
解
説
付
き
で
紹
介
し

し
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
と
健
康
の
合
同

イ
ベ
ン
ト
「
Ｆ
ｋ　

Ｆ
ｅ
ｓ
」
で
ミ
ニ
手

話
講
座
を
開
催
し
た
。
他
に
、
ま
ご
こ
ろ

出
張
講
座
の
開
設
等
実
施
し
た
。

　
　

手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
て
も
ら
う
場

合
、
事
前
に
申
請
し
な
く
て
も
済
む
よ
う

な
体
制
が
と
れ
な
い
か
。

　
　

手
話
通
訳
者
の
調
整
が
つ
く
場
合

は
、
当
日
で
も
派
遣
し
て
い
る
。
土
・
日
・

祝
日
等
も
消
防
本
部
で
緊
急
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
対
応

を
し
て
お
り
、
市
役
所
本
庁
舎
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
遠
隔
手
話
通
訳
が

で
き
る
体
制
も
整
備
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
条
例
の
普
及
の
た
め
に
、

さ
ら
な
る
啓
発
活
動
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
今
後
の
取
組
は
。

　
　

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
支
援
は
、
手

話
通
訳
者
の
派
遣
や
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
の
実
施
な
ど
で
、
一
定
程
度
の
効
果
は

上
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
支
援
も
充
実

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
視
覚
障
害
者
を
対
象
に

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
実
施
で
き
る
か
を
検
討
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ

と
の
理
解
促
進
や
、
す
べ
て
の
障
害
者

が
、
円
滑
に
情
報
を
取
得
し
、
意
思
表
示
や

意
思
疎
通
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

AQAQQ A

A

映像は
こちらから

円
滑
に
意
思
疎
通
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
くＦＫ　Ｆｅｓのミニ手話講座

Q
手
話
言
語
条
例
等
の
普
及
啓
発
の
今
後
の
取
組
は

田口　英夫
た　ぐち ひで　お
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国
は
、
各
国
の
輸
出
規
制
や
円
安
の

影
響
な
ど
に
よ
り
、
海
外
産
肥
料
価
格
の

高
騰
を
受
け
下
水
汚
泥
の
再
利
用
を
一
気

に
進
め
る
方
針
を
決
定
。
農
水
省
は
１
４

０
億
円
を
使
い
流
通
網
の
整
備
や
肥
料
会

社
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
協
議
会
を
設

立
。
国
交
省
は
再
生
リ
ン
を
生
産
す
る
新

し
い
設
備
を
建
設
運
営
す
る
実
証
事
業
費

と
し
て
30
億
円
を
計
上
し
た
。
す
で
に
神

戸
市
な
ど
で
は
、
下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
の

回
収
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

「
こ
う
べ
再
生
リ
ン
」
と
名
付
け
、

肥
料
の
原
料
と
し
て
肥
料
メ
ー
カ
ー
に
販

売
。
そ
こ
で
製
造
さ
れ
た
肥
料
を
農
協
が

販
売
し
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ

や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
に
肥
料
が
使
わ

れ
て
い
る
。

　
　

汚
泥
肥
料
の
利
用
促
進
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

国
で
は
「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利

用
の
拡
大
に
向
け
た
官
民
検
討
会
」
に
お

い
て
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
汚
泥
肥
料
の

利
用
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
自
治
体
の

役
割
と
さ
れ
た
。
市
と
し
て
は
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
、
他
の
自
治
体
の
取
組
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

●
ネ
ギ
ー
の
使
用
拡
大
は
出
来
な
い
か

　
　

公
共
料
金
や
市
民
課
窓
口
で
の
発
行

手
数
料
等
が
、
ネ
ギ
ー
で
支
払
い
が
出
来

る
よ
う
に
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
。

　
　

昨
年
の
３
月
１
日
よ
り
ネ
ギ
ー
に
よ

る
支
払
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

今
後
の
取
組
の
考
え
は
。

　
　

行
政
施
策
へ
の
住
民
参
加
の
推
進
や

行
政
事
業
費
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
む
。

AQAQA

QQ AA

映像は
こちらから

現
在
の
処
理
方
法
を
続
け
て
い
く

Q
下
水
汚
泥
の
肥
料
化
は
で
き
な
い
か

馬場　茂
ば　ば しげる

　
　

渋
沢
栄
一
翁
に
倣
っ
た
、
深
谷
市
の

子
供
達
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る
教
育
を
学
校
教

育
の
中
に
ど
れ
く
ら
い
盛
り
込
め
る
の
か
。

　
　

例
え
ば
、
各
学
年
に
応
じ
て
発
行
し

て
い
る
渋
沢
栄
一
翁
「
こ
こ
ろ
ざ
し
読

本
」
や
「
深
谷
の
子
６
つ
の
誓
い
」
等
の

教
材
の
活
用
、
「
ふ
る
さ
と
先
生
」
の
派

遣
に
よ
る
渋
沢
栄
一
翁
の
幼
少
期
の
頃
を

交
え
た
説
話
な
ど
を
と
お
し
て
、
道
徳
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
学
習
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
「
論
語
」

も
交
え
て
お
り
、
小
学
校
で
は
子
供
た
ち

が
暗
唱
課
題
と
し
て
こ
れ
を
発
表
す
る
機

会
等
を
設
け
て
い
る
。
「
ふ
る
さ
と
ふ
か

や
・
渋
沢
学
」
を
広
め
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
市
民
が
故
郷

を
愛
し
、
夢
を
持
ち
、
志
高
く
生
き
る
こ

と
を
目
指
し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
学
校
教

育
を
充
実
し
て
い
く
。

　
●
建
物
の
安
全
に
つ
い
て

　
　

地
震
等
の
災
害
に
備
え
て
、
耐
震
診

断
の
拡
充
や
推
進
に
も
っ
と
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
が
。

　
　

本
市
に
お
け
る
令
和
３
年
度
の
住
宅

の
耐
震
化
率
は
約
93
％
で
あ
る
。
ま
た
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て

以
下
の
木
造
住
宅
に
お
い
て
は
費
用
の
半

分
、
上
限
５
万
円
ま
で
の
耐
震
診
断
の
補

助
や
、
無
料
の
簡
易
耐
震
診
断
を
受
け
ら

れ
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。
推
進
に
つ
い

て
は
、
団
体
や
市
民
に
向
け
て
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
布
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

AQA

QA

映像は
こちらから

市
民
が
志
を
高
く
持
て
る
学
校
教
育
を
目
指
し
て
い
く

渋沢栄一翁が学んだ教育をもっと取り込みたい

Q
深
谷
市
の
特
色
あ
る
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う

今井　慶一郎
いま　い　 けい　いち　ろう

　
　

中
小
企
業
庁
推
計
で
70
歳
以
上
の
経

営
者
の
う
ち
後
継
者
不
在
は
１
２
７
万
人
。

自
治
体
と
し
て
も
対
策
に
乗
り
出
す
べ
き
。

事
業
承
継
と
創
業
、
移
住
定
住
を
三
位
一
体

で
支
援
す
る
ス
キ
ー
ム
構
築
を
。

　
　

商
工
団
体
、
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
、
訪
問
時
調
査
、

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
新
年
度
経
営
革
新
計
画
策
定
へ
の
補

助
制
度
を
実
施
す
る
。
経
済
の
活
性
化
、

移
住
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

●
電
子
決
済
の
導
入
拡
大
を

　
　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
先
駆
し
て
き
た
。
本

庁
舎
市
民
課
、
市
民
税
課
等
で
電
子
決
済

を
導
入
し
た
が
、
支
所
や
公
共
施
設
等
へ

導
入
・
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

深
谷
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
に
お

い
て
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
利
便
性
向

上
・
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
導
入
支
援

を
行
っ
て
い
く
。　

●
こ
ど
も
若
者
会
議
の
設
置
推
進
を

　
　

４
月
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発
足
。
大
切

な
の
は
当
事
者
の
意
見
を
尊
重
し
、
政
策

に
反
映
出
来
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
。

　
　

こ
ど
も
基
本
法
に
、
自
治
体
は
こ
ど

も
施
策
を
策
定
す
る
と
共
に
意
見
反
映
へ
の

措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
施
策
内
容

等
に
応
じ
具
体
的
取
組
を
検
討
す
る
。

●
自
販
機
Ｒ
Ｂ
内
の
異
物
混
入
低
減
を

　
　

異
物
混
入
率
低
減
活
動
と
し
て
、
新

機
能
（
投
入
口
下
向
き
）
Ｒ
Ｂ
推
進
を
。

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
は
飲
料
メ
ー

カ
ー
が
設
置
・
回
収
・
処
理
を
行
う
。
適
切

な
利
用
へ
の
啓
発
活
動
推
進
し
て
い
く
。

AQAQA

QAQA

映像は
こちらから

一
体
的
に
発
信
し
、
移
住
促
進
に
繋
が
る
よ
う
努
め
る

自販機横の箱はリサイクルボックスです

Q
事
業
承
継
・
創
業
・
移
住
定
住
に
一
体
で
取
り
組
む
べ
き

三田部　恒明
み　た　べ つね あき

　
　

高
齢
化
に
つ
れ
聴
力
の
低
下
で
困
っ

て
い
る
方
が
い
る
。
重
度
の
難
聴
で
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
は
、
国
の
補
助
対
象
に

な
っ
て
い
る
が
、
軽
度
や
中
等
度
の
方
へ

の
助
成
制
度
が
な
い
。
全
国
で
補
聴
器
購

入
の
助
成
が
広
が
っ
て
い
る
。
秩
父
市
は

昨
年
の
10
月
か
ら
軽
度
難
聴
の
方
の
補
聴

器
購
入
に
対
す
る
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ

た
。
補
助
金
の
上
限
は
、
各
自
治
体
に
よ

り
様
々
だ
が
、
東
京
都
の
港
区
で
は
、
13

万
７
千
円
。
住
民
税
課
税
の
方
は
、
半
額

の
６
万
８
，
５
０
０
円
。
江
東
区
は
、
現

物
支
給
で
あ
る
。
内
容
も
様
々
だ
が
、
補

聴
器
の
利
用
に
よ
り
、
認
知
機
能
の
低
下

を
防
止
す
る
効
果
が
あ
る
。
健
康
寿
命
も

伸
び
医
療
費
の
抑
制
に
も
な
る
と
し
て
、

補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
を
事
業
化
し
て

い
る
が
、
深
谷
市
も
補
聴
器
購
入
費
助
成

制
度
の
創
設
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

障
害
者
手
帳
を
持
つ
重
度
の
難
聴
者

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
補
聴
器
の
給
付
を

受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
る
。
厚
労
省
に
お

い
て
も
軽
度
・
中
等
度
難
聴
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
等
に
関
す
る
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で

は
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

●
公
民
館
に
社
会
教
育
主
事
の
配
置
を

　
　

12
月
議
会
で
公
民
館
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
指
定
管
理
者
に
、
公
民
館
の
管
理

業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

が
、
各
公
民
館
に
社
会
教
育
主
事
の
配
置

が
で
き
る
の
か
。

　
　

社
会
教
育
主
事
等
の
資
格
を
持
つ
職

員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
社
会
教
育
事

業
の
充
実
を
図
る
う
え
で
有
効
な
手
段
な

の
で
、
地
域
振
興
財
団
に
働
き
か
け
る
。

AQA

QA

映像は
こちらから

す
で
に
あ
る
の
で
新
た
な
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い

南公民館の全景

Q
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か

鈴木　三男
すず　き みつ　お
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す
ま
い
て
し
行
発
を
版
D
C、
は
り
よ
だ
会
議
市
や
か
ふ
〈

 

会
議
協
祉
福
会
社
市
は
方
る
れ
さ
望
希
を
付
送

 

（

L
E
T

3
7
5

〉。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
へ）
3
6
5
6

　
　

市
は
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
施
設
開
業

か
ら
約
20
年
間
で
約
97
億
〜
87
億
円
の
収

益
を
見
込
ん
で
い
る
と
説
明
し
て
き
た
。

し
か
し
２
月
の
議
員
全
員
協
議
会
で
は
、

開
業
か
ら
20
年
間
で
約
46
・
３
億
円
、
30

年
間
で
約
94
・
８
億
円
の
収
益
見
込
み
と

の
事
だ
っ
た
。
つ
ま
り
20
年
ベ
ー
ス
で

は
、
当
初
の
収
支
計
画
と
比
較
す
る
と
半

減
と
な
っ
て
い
る
。
減
収
の
主
な
理
由

は
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
建
物
が
、
当
初
総

二
階
建
て
だ
っ
た
も
の
が
、
主
に
平
家
建

て
に
変
更
さ
れ
た
事
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
減
少
だ
が
、
設
計
変
更
が
さ
れ
る
ま
で

の
経
過
や
理
由
等
を
伺
う
。

　
　

市
や
市
内
商
工
団
体
な
ど
か
ら
の
要

望
を
三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
（
株
）
に
伝

え
、
そ
の
要
望
に
配
慮
し
た
変
更
等
が
さ

れ
た
ほ
か
、
三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン

（
株
）
に
よ
り
、
深
谷
市
に
立
地
す
る
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ら
で
は
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
の
検
討
が
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン

（
株
）
に
よ
り
当
初
案
か
ら
変
更
さ
れ
た
第

１
期
の
施
設
計
画
が
確
定
さ
れ
、
令
和
３
年

７
月
に
市
は
そ
の
報
告
を
受
け
た
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
で
の
学
習
は
出
席
扱
い
に
な

る
か　

　
　

文
科
省
の
通
知
で
は
、
不
登
校
生
徒

が
一
定
の
条
件
の
も
と
、
自
宅
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
学
習
を
行
っ
た
場
合
、
指

導
要
録
上
出
席
に
で
き
る
事
が
示
さ
れ
て

い
る
が
深
谷
市
で
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
８
月
の
校
長
会
で
「
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
学
習
活
動
を
行
っ
た

場
合
の
指
導
要
録
上
の
出
欠
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
」
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。

AQA

QA

映像は
こちらから

事
業
者
に
よ
り
施
設
計
画
が
変
更
さ
れ
令
和
３
年
７
月
に
報
告ふかや花園プレミアム・アウトレット

Q
花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
益
が
半
減
し
た
理
由

佐久間　奈々
さ　く　ま な　　な

　
　

街
路
樹
と
植
樹
帯
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

　
　

メ
リ
ッ
ト
は
道
路
の
景
観
形
成
や
強

風
を
和
ら
げ
る
防
風
林
と
し
て
、
ま
た
、
植

樹
帯
に
よ
っ
て
道
路
と
車
道
の
交
通
を
分
離

す
る
こ
と
で
、
安
全
対
策
と
し
て
の
機
能
も

果
た
し
て
い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
整
備
に
要

す
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
整
備
後
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。

　
　

市
道
の
植
栽
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　

市
道
全
体
で
は
約
２
，
３
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
う
ち
、
幹
線
道
路
と

遊
歩
道
の
延
長
は
約
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
街
路
樹
は
約
35
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一

般
道
も
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
。

サ
ツ
キ
な
ど
の
植
樹
帯
は
５
４
，
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
　

街
路
樹
と
植
樹
帯
の
維
持
管
理
費
は

い
く
ら
か
。

　
　

総
額
は
約
２
億
円
で
そ
の
内
訳
は
樹

木
の
剪
定
作
業
に
約
１
億
２
千
万
円
、
害

虫
防
除
の
た
め
の
薬
剤
散
布
に
２
，
６
０

０
万
円
、
除
草
作
業
に
約
３
，
５
０
０
万

円
、
巡
回
点
検
や
清
掃
作
業
に
１
，
９
０

０
万
円
で
あ
る
。

　
　

今
後
の
維
持
管
理
の
方
針
は
。

　
　

市
の
街
路
樹
に
お
い
て
も
、
根
上
が

り
の
他
、
折
れ
た
枝
の
落
下
や
倒
木
が
散

見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
業
務
の
中
で

巡
回
点
検
を
密
に
行
い
、
枯
損
木
や
幹
に

キ
ノ
コ
が
寄
生
し
樹
勢
が
弱
く
な
っ
た
街

路
樹
は
樹
木
診
断
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
伐
採
す
る
な
ど
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
安
全
面
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
沿

道
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
も
参
考
に
し
な

が
ら
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

AQAAQ QA

QA

映像は
こちらから

適
正
な
維
持
管
理
を
行
な
っ
て
い
く

Q
街
路
樹
と
植
樹
帯
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

茂木　一郎
もて　ぎ　 いち　ろう

　
　

統
一
地
方
選
挙
に
向
け
て
、
投
票
率

向
上
の
た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
聞

き
た
い
。
ま
た
、
周
知
の
方
法
は
。

　
　

選
挙
時
啓
発
は
「
啓
発
宣
伝
計
画
」

を
定
め
て
実
施
し
て
い
る
。
４
月
の
統
一

地
方
選
挙
に
向
け
て
は
、
す
で
に
「
広
報

ふ
か
や
」
３
月
号
で
特
集
記
事
を
掲
載
し

た
。
ま
た
、
広
報
車
に
よ
る
啓
発
や
入
場

券
の
発
送
、
選
挙
公
報
の
新
聞
折
り
込
み

な
ど
も
、
選
挙
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

い
る
と
考
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
選
挙
へ
の

関
心
を
高
め
る
一
助
と
し
て
、
「
投
票
済

証
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
変
え
る

予
定
で
あ
る
。

●
市
の
発
信
力
に
つ
い
て

　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
玄
関
口
で
あ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
方

が
良
い
。
改
善
の
余
地
は
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

　
　

現
在
、
市
Ｈ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
は
、
現
シ

ス
テ
ム
か
ら
後
継
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
は

予
定
し
て
お
ら
ず
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ
ザ

イ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
必
要
に
応
じ

て
変
更
を
加
え
て
い
く
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
市
の
情
報
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
取
組
に
つ
い
て
は
、
深
谷
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
効
果
的
な
活
用
な
ど
も
含

め
、
今
後
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　

本
市
も
他
市
町
の
よ
う
に
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
移
住
（
ま
た
は
定
住
）
サ
イ
ト

を
貼
り
付
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　

よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
バ
ナ
ー
の

配
置
と
な
る
よ
う
、
見
直
し
を
行
う
。

AQAQ

AQA

映像は
こちらから

投
票
環
境
は
適
正
で
あ
り
、
投
票
所
の
数
も
適
切
で
あ
る

イメージキャラクター入りになりました

Q
投
票
所
の
所
在
地
、
数
は
現
状
が
適
切
で
あ
る
か

角田　義徳
つの 　だ よし   のり

　
　

一
時
生
活
支
援
事
業
の
現
状
は
。

　
　

本
市
は
無
料
低
額
宿
泊
所
な
ど
の
紹

介
で
対
応
。
近
隣
は
本
庄
、
秩
父
が
実
施
。

●
豊
か
な
市
民
の
暮
ら
し
の
た
め
に

　
　

立
地
適
正
化
計
画
の
周
知
は
。

　
　

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活

用
。
市
街
化
促
進
地
域
外
の
人
口
が
半
数

近
い
本
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
努
め
な
が
ら
緩
や
か
な
集
約
を
図
る
。

　
　

籠
原
駅
な
ど
周
辺
市
施
設
の
利
用
者

は
多
い
。
計
画
策
定
時
や
今
後
の
進
行
で
、

周
辺
自
治
体
と
の
共
同
作
業
は
あ
る
か
。

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
市
単

独
で
あ
る
た
め
、
共
同
作
業
は
な
か
っ
た
。

周
辺
で
は
館
林
市
他
４
町
の
例
が
あ
る
。

　
●
ば
ら
つ
き
と
余
裕
あ
る
教
育
の
た
め
に

　
　

学
校
事
務
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

　
　

市
立
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

基
本
方
針
の
も
と
、
授
業
時
数
見
直
し

や
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
支
援
員
、
教
員
業
務

支
援
員
配
置
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

地
域
と
の
協
働
を
強
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
化
を
図
っ
て
い

る
。
明
戸
小
・
朝
の
学
校
さ
ん
ぽ
、
大
寄

小
・
お
迎
え
さ
ん
ぽ
は
県
教
委
に
表
彰
さ

れ
た
。

●
よ
り
魅
力
的
な
市
政
の
た
め
に

　
　

統
一
地
方
選
投
票
率
向
上
の
方
策
は
。

　
　

投
票
率
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
、
今

後
も
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

環
境
や
食
が
テ
ー
マ
の
無
作
為
抽
出

に
よ
る
市
民
会
議
の
開
催
の
可
能
性
は
。

　
　

協
働
推
進
課
が
テ
ー
マ
を
所
管
す
る

部
署
に
繋
い
で
協
議
し
て
い
く
。

AQQQQ AAAA

QAQQ AA

映像は
こちらから

共
生
型
は
３
事
業
者
が
提
供
し
、
認
可
申
請
は
県
の
所
管

市街化促進地域外では、「コミュニティの
維持に努めながら緩やかな集約を図る」

Q
富
山
型
や
共
生
型
と
い
わ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は

小林　真
こ  ばやし まこと
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　３月議会は新年度の予算審議がある重要な議会でした。今年は４年
に一度の改選の年。今期で議会を去る議員が８名。それぞれの思いを
一般質問や、予算審議にぶつけました。４月には候補者の皆さんによ
り、議席獲得に向けた市議会議員選挙が挙行され、議会だより発行時
には新メンバーが決定します。未来（あす）の深谷市を託せる人が選
ばれていることでしょう。
　令和４年度編集委員として最後の仕事となりました。ご愛読感謝い
たします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中矢　寿子

　花園小学校生き物委員会５年生の皆
さんがデザインしました。このデザイ
ンを基に、花園小・中学校の児童・生
徒、保護者、地域の皆さんで花を植え、
花でいっぱいになった駅ロータリーで、
お客様をお出迎えしています。

秩父鉄道ふかや花園駅
『花いっぱいでお出迎え大作戦』

今号の表紙は
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［編集責任者］ 議長　茂木　一郎

119 通報

救
急
出
場

田口　英夫

通常時は病院で実践的
な実習を行う

出場指令があれば、実習を中断して
救急出場する

派遣

深谷赤十字病院

出場指令

市から議会へ次のような報告がありました
議員全員協議会

派遣型救急ワークステーションについて
１ 概要
　救急救命士等の教育体制を拡充するため、病院へ救急車１台と救急救命士を含む救急隊員３名を派遣して、救急出
場体制を維持しながら、医師の指導に基づく病院実習を行います。救命処置の質の維持向上に努め、救急要請があれ
ば、その場から出場する取組です。   
 
２ 効果
①通常の病院実習は、勤務体制を考慮し１名ずつ派  
　遣しているが、隊として派遣することで勤務体制
　に影響がなく、勤務中に３名同時の病院実習が可
　能となる。     
 
②既存の病院実習に加え、派遣型救急ワークステー
　ションによる教育体制拡充により、隊員の知識・
　技術が向上し、救急サービスの更なる充実が図れる。 
  
③医師・看護師等に救急隊の業務理解が得られ、信
　頼関係が構築できる。    

④大規模災害時などは、病院側とより連携した災害
　活動が行える。    
      
３ 協定締結先　深谷赤十字病院

４ 運用開始　　令和5年4月1日 


